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研究成果の概要（和文）： 

意思決定の神経メカニズムを調べるために、推論課題遂行中のサル前頭前野と大脳基底核か
ら単一ニューロン活動の記録を行った。大脳基底核ニューロンは実際に経験した事象の関係を
学習することしかできないが、前頭前野ニューロンは２つの学習を組み合わせることによって、
直接経験していない事象の関係を推論できることがわかった。また、fMRI 実験からヒトでもこ
のような判断に関わる２つの異なる神経回路が存在することがわかった。 
 

研究成果の概要（英文）： 

To understand neural mechanisms of decision making, we recorded neuronal activity 
from the prefrontal cortex and basal ganglia of monkeys while animals performed an 
inference task. While neurons in the basal ganglia couldn’t infer more than what 
monkeys had directly experienced, the prefrontal neurons could infer the relation 
of events without experience through connecting experienced associations internally. 
Furthermore, we found such dual neural processes in the human brain by means of fMRI
experiments.  
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１． 研究開始当初の背景 
 

推論能力を調べた心理学実験は過去に行
われてきたが、その神経メカニズムを調べる
研究は世界的に見てもほとんど皆無である。

ヒトをヒトたらしめている「思考」について、
その脳メカニズムに関する研究はまだ始ま
ったばかりであり、ほとんど未知の領域とい
っても過言ではない。fMRI の普及により、こ
の領域に関するヒトを被験体とした脳機能
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イメージング研究は急速な発展を遂げつつ
あるが、その手法的な限界により神経レベル
での理解にはほど遠い。我々は、サルに高度
な問題解決能力を要求する課題を学習させ、
その神経活動を調べる研究で実績をあげて
きた。そのノウハウを活かし、イメージング
研究を一歩掘り下げた思考の神経メカニズ
ムの研究の発展に貢献できると信じている。 
 
２． 研究の目的 
 

生体をとりまく環境情報を適切に処理し、
それに対して適応的な行動決定を行う過程
を思考ととらえる。この過程には脳の様々な
回路が様々な形で関与し、その総合的な結果
として観察される行動を生み出す。この回路
のうち、あるものは意識的で論理的な操作に
かかわり、あるものは無意識的で自動的な処
理に関わる。我々はサルとヒトを被験体とし、
神経科学的手法を用いることにより、問題解
決場面におけるこれらの異なる脳機能の役
割を調べるとともに、ヒトで頂点に達する論
理的推論機能の神経メカニズムについて、そ
の基礎を明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 

動物の行動決定にかかわる神経メカニズム
のなかに存在する統計的論理計算を実行する
回路について、単一ニューロン活動の記録実
験、可逆的脳局所破壊実験、マイクロダイア
リシスといった手法（サル）や fMRI を使った
脳機能イメージング手法（ヒト）を用いて調
べる。また、意識上、意識下のさまざまな背
景情報が、論理的推論を助け、問題解決に利
用されることを理解するために、注意が払わ
れない刺激や閾下刺激の処理が行動決定に及
ぼす影響を行動レベル・神経レベルで調べる。
さらに、同様の問題解決場面でのヒトとサル
の脳機能の違いを明らかにするとともに、そ
の発達的側面を理解するために乳幼児の行動
実験・誘発脳波記録実験も行う。 
 
４．研究成果 
 

意思決定の神経メカニズムを調べるため
に、推論課題遂行中のサル前頭前野と大脳基
底核から単一ニューロン活動の記録を行っ
た。大脳基底核ニューロンは実際に経験した
事象の関係を学習することしかできないが、
前頭前野ニューロンは２つの学習を組み合
わせることによって、直接経験していない事
象の関係を推論できることがわかった。また、
fMRI 実験からヒトでもこのような判断に関
わる２つの異なる神経回路が存在すること
がわかった。 
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